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ビ
ス�
を
選
択
し
、自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
整
備
目
標
等
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

両
計
画
を
、相
互
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

�
総
合
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策�
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン（
第
五
次
芦
屋
市

高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ
び
第
四
期
介
護
保
険
事
業

計
画
）」で
は
、次
の
四
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
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高
齢
者
を
地
域
で
支

え
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
地
域
ケ
ア

の
推
進
役
を
担
う
高
齢

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
強
化
を
は
じ
め
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
域
発

信
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る

状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
高
齢
者
の
権
利
擁
護
や
、

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
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高
齢
化
社
会
を
豊
か
で
活
力
あ
る
長
寿
社
会
と

す
る
た
め
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
社
会
の

中
で
自
ら
の
経
験
や
知
識
、
技
能
を
生
か
せ
る
環

境
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
社
会
活
動
・
生
涯
学
習
・
就
労

な
ど
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
自
己
実
現
の
機
会

の
創
出
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
犯
罪
や
災
害
等
か
ら
守
り
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
や
地
域

団
体
等
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
生
活
環
境
の
整
備

や
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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　�
団
塊
の
世
代�
の
す
べ
て
の
人
が
六
十
五
歳
に

到
達
す
る
平
成
二
十
七
年
を
、
明
る
く
活
力
あ
る

高
齢
化
社
会
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
し
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て
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
必
要
な
人
に
効
果

的
な
予
防
対
策
が
行
え
る
よ

う
、適
切
な�
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト�
に
基
づ
く�
地
域
支
援
事
業�
や�
予
防

給
付
の
推
進�
を
図
り
ま
す
。
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介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
な
れ

た
地
域
や
家
庭
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
支
援
と
と
も

に
、
介
護
度
の
重
度
化
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
介
護
給
付
や
要
介
護
認
定
の
適
正
化
、

相
談
体
制
・
苦
情
対
応
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
質
の

高
い
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
安
心
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」は
、六
十
五

歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た�
生
き
が
い
づ
く
り�
、
�
日
常

生
活
支
援�
、
�
福
祉
水
準
の
向
上�
な

ど
、
高
齢
者
に
係
る
福
祉
施
策
全
般

を
範
囲
と
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、

六
十
五
歳
以
上
の�
要
介
護
等
認
定

者�
が
、で
き
る
限
り
、住
み
な
れ
た

家
庭
や
地
域
で
、自
ら
の
意
思
に
基

づ
い
て
利
用
す
る�
介
護
保
険
サ
ー


